
り1  パルボウイル  

ス   子）の製造工程においてSTIM－4蒸気加熱処理装置を用いた不活性化処理を行い、ヒトパルポウ  
イルスB19（B19V）とマウえ微小ウイルス（MMV）間で不活性化効果の比較を行った。その結果、血  
液凝固因子製剤の中間体の種類に関わらず、試験に用いたB19V（遺伝子型1型、2型）はいずれ  
もMMVと比較して効果的に不活性化された。   

112  パルボウイル  

ス   93：208－215   アツセイを用いたパルボウイルスB19（B19V）のスクリーニング試験を実施した。その結果、232検  

体がB19VDNA値†00万IU／ml以上であった。ヨーロッパ人ドナーにおいてはB19V遺伝子之型及び3  

型の保有率は極めて低いと考えられた。   

113  パルボウイル  

ス   93：216－222   候性ドナーから採取したウイルス血癌性の献血検体を検査したところ、低pHの状態ではB19V検  

出が大幅に増加した。また、B19抗原の検出はB191gMまたはIgG抗体存在下で影響を受けなかっ  
た。819VIgMアツセイと併用することにより、急性B19感染の91％を検出した。B19VIgM検出法と  
B19V抗原EIAの伽用はPCRに替わるB19V感染の有効な検出法となると思われる。   

114  パルボウイル  

ス   9－3：341－347   ロットのうち28ロットがPARV4シークエンスを含み、その内2ロットにジェノタイプ1型及び2型の両方  

が存在した。最大ウイルス量は10＾5copies／mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ因子製剤の大  
部分は1970年代及び1980年代に製造されていた。B19Vは175ロット中70ロットで陽性であった。   

115  パルボウイル  

ス   94：74－80   B19V検出及び定量結果を統一する方法を見いだす目的で国際ワーキンググループ会議が2007  

年3月に開催された。その会誌の要旨である。会議では、B19V株の分類、種々の遺伝子型の看病  
率、分布、臨床的意義などが検討された。また、特性が十分に明らかになっている標準物質を用  
いたアツセイの標準化について合意が得られた。   

116  ハンタウイル  スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規模アウトブレイクにより、2007年の∨台  
ス   2008；14：808－81D  sterbotten地方の流行性腎症患者の数は100，000人当り313人に至った。笹菌類の増加の他、気  

候温暖化および地表を覆う積雪の減少により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられる。   

＝7  ハンタウイル  

ス   45二3008－3014   南東部LowerBavariaでハンタウイルス感染患者31名について、酵素免疫測定法、免疫蛍光法、  
免疫プロット法による診断を行った。標準的検査による抗体のPUUV特異的タイピングができない  
症例が2、3あった。3名の患者の急性期血清から得たPUUVRNAをRT－PCRを用いて増幅したと  
ころ、同地域で捕獲したハタネズミから得たウイルス配列と非常に近縁であることが明らかとなっ  

・－－く〉   

118  ハンタウイル  台湾保健局は2008年1月11日、今年初めてのハンタウイルス出血熱症例を発表した。台湾の46歳  
ス   mai120080119．0249  のビジネスマンで、中国の内モンゴルヘ頻繁に旅行しており、先月内モンゴルで罠にかかったラツ  

トを処分するときにラットに接触していた。   

119  ヒトポリオー  Science2008：319：  メルケル細胞癌（MCC）検体をdigitaltranscriptomesubtraction法を用いて検査し、新種のポリオー  
マウイルス感  マウイルスを同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたはMCPyV）と命名した。このウイ  

染   ルスはMCC腫癌10検体中8例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例（8％）、対照皮膚  
組織検体では25例中4例（16％）でしか検出されなかった。MCVがMCCの病原園子である可能性が  
示唆された。   

120  ブドウ球菌感  

染   2007；13：1834－1839  性黄色ブドウ球菌（NTLMRSA）が出現した。ケースコントロール試験の結果JNT－MRSAのキャリア  
はブタまたはウシ飼育農家に多かった。またNT－MRSAは新規のクローン複合体ST398（こ属してい  
た。2002年にはヒトにおけるNT－MRSAは0％であったが、2006年には同国の全MRSAの20％以上が  

NT－MRSAによるものであった。動物宿主由来のMRSAがヒトに感染したものと考えられる。   
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121  ブドウ球菌感  HPA／Health   最近、英国HPSは2007年にヒトにおいて発生したいわゆるコミュニティMRSAのブタ株であるST398  

ProtectionRepo止  株感染症例3例を報告した。これらは英国における初めての症例であるが、全員治療に成功した。  
2（25）2008年6月20日  ここ数年、ヨーロッパ大陸の家畜のブタにおいて無症候性のST398株の定着の増加が認識されて  

いる。ブタ関連MRSA（ST398）のヒト症例を更に同定するため、HPAは臨床検査による監視の継続  

の必要性を改めて表明する。   

122  ブドウ球菌感  

染   2008；42（23）：203  ことが示唆されている。英国では今まで動物またはヒトからのST398株分離の報告はなかった。  
2007年にScottishMRSAReferenceLaboratoryはヒトから分離され、MLSTによって同定された3  
例のST398株を受け取った。これらの分離株は最も普遍的なST398株と同一ではなかった。疫学  

的調査の結果、3例は同時期に入院しておらず、ブタや養豚業者との関連はなかったことが確認さ  
れた。   

123  ブルセラ症  ClinInfectDis2008；  急性ブルセラ症患者39名の血液検体中のBruce11aDNAの存在をRTPCR法により調べた。その結  
46：e13ト136   果、治療終了時では87％、治療完了後6ケ月では77％、治療後2年を過ぎても70％の患者で、無症候  

性であるにもかかわらず、BrucellaDNAが検出された。適切な治療を行い、回復したように見えて  
も、BruceltaDNAは存続する。ブルセラ菌は除去不可能な持続性の病原体である。   

124  ブルセラ症  ProMED－   中国保健省は2007年12月3日に、中国でのヒトにおけるブルセラ症の増加は継続しており、  
mai120071206．3936  Hei】ongjingにおける症例数が特に多いと述べた。保健省の統計によると中国のヒトにおけるブル  

セラ症の防止および管理は重大な状況にあり、ウシおよぴヒツジ生産地域における発生は重大な  
懸念である。   

125  ブルセラ症  ProMED－   米国農務省は2008年2月1日にTexas州はウシのブルセラ症フリー資格を獲得したと発表した。同  
ma‖20080202．0427  州のウシ生産者は50年近く、ブルセラ症と闘ってきた。   

126  ペスト   EmergInfectDis  2003年6月から7月にアルジェリア0ran地区においてペストの集団感染が発生した。同国では、こ  
2007；13：1459－1462  の疾患は50年以上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、Yersiniapestisが6名か  

ら分離された。初発患者を除き、全員が回復した。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコント  
ロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学的、分子生物学的な知見から、当該期間中、  
現地の保菌動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特定できなかった。   

127  ペスト   ProMED－   中国保健省は2007年12月10日、2007年11月にGansu省が2例日のペスト症例を報告したと発表し  
mai120071212．3998  た。患者は死亡した。Gansu省では2007年9月に中国で初めてのペスト症例が報告された。   

128  マラリア   ClinInfectDis2008；  マレーシア住民におけるPlasmodiumknowlesiマラリアの分布を調査し、P．knowlesi疑い死亡例4  
46：165－171   例について調べた。その結果、P．knowles‖こよるヒト感染はマレーシアボルネオからマレーシア半  

島まで広く分布することが明らかとなった。4例の死亡例からはP．knowlesiDNAだけが検出され  

た。P．knowlesiは、より軽症の四日熟マラリアと誤診断されることが多いので注意を要する。   

129  マラリア   ProMED－   タイにおける約10年ぶりのマラリアの再興は公衆衛生上の大きな脅威であることが最近の調査で  
mai120071026．3487  明らかとなった。タイ健康増進基金による最新情報によるとマラリアとコレラは南部および北東部  

における重大な問題になりつつある。マラリアの発生は特に最南端の国境に接する州で重大で、  
今年（2007年）になってから今までに3000人以上が感染した。   

130  マラリア   ProMED－   公衆衛生の専門家によると、2008年3月1日から現在までにボツワナBobirwa地域で6名がマラリア  

mai120080408．1287  で死亡し、それ以外に確定症例201名が治療中である。同地域では通常数例の報告しかなく、異  

常に高い症例数である。  

■■一■■■－■■■■■■■■■－▼■一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一－－－－－一一－－一一－－－－－－－－－－一一一一－－一－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－■‾   
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131  第82回 日本感染症  平成18年5－9月にパプアニューギニア、インドネシア、タイに滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後  
学会総会 2008年4月  に39℃の発熱と著明な血小板減少を呈し、血液塗抹標本鏡検で三日熟マラリア原虫と四日熱マラ  
17－18日 431   リア原虫が謎められ、∴治療された。後日、血液塗抹標本から抽出したDNAをPCR検査したところ、  

三日熟マラリアとサルマラリアの重複感染と診断された。サルマラリア感染は国内では検索した範  
囲では報告がない。  

132   
2008；14：1019－1023  デング熱などに類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が高い。ヒトの健康を脅か  

す感染症として今後調査が必要である。   

133  リケッチア症  ProMED－   オランダ・ブラ′くント州の公衆衛生局が行った調査でQ熟の症例報告数が急激に増加し、2008年7  

mai120080728．2306  月21日付けで491症例が報告されている。感染症管理センター長によると、実際の感染者数は報  
告された症例数の10倍であると思われる。2007年まではQ熟はオランダではほとんど存在しな  
かった。   

134  リン八○性脈絡  boston．¢Om2008年5  2008年5月12日の保健当局発表によると、ボストンの病院で検出が難しいウイルスに感染したド  

髄膜炎   月13日   ナーから腎臓を移植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ドナーと患者2名の検体  
をCDCが検査したところ、全員、リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）陽性であり、ドナーからの  
伝播であったことが確認された。移植前にはエイズウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行った  
が、LCMVの検査は行っていなかった。   

135  リンハ○性脈絡  ProMED－   米国ボストンで同一ドナーからの腎臓を移植後、70歳の女性が死亡し、57歳男性が重体となって  

髄膜炎   mai120080516．1635  いると保健当局は発表した。ドナーである49歳のホームレスの男性はリンパ’性脈絡髄膜炎ウイル  
ス（LCMV）に感染していた。LCMVはアレナウイルス属の基準種であり、げっ歯類により伝播される  
ことが多いが、移埴前検査には通常は含まれない。臓器に対する需要が大きいため、レシピエント  
はホームレスの臓器を入手することがよくある。   

136  レプトスビラ  PLoSNegJTropDis  ペルーIquitos地域のラットから新規のレプトスピラを同定し、”Leptospiralicerasiae”serovar  

症   2008；2：e213   Vari”aLと名づけた。同地域の急性レプトスピラ症患者の30％で”Leptospiralicerasiae”serovar  
Var川a＝こ対するMAT抗体が高力価で検出されたが、ペルーの他の地域では7％であった。この新  
規のレプトスピラ種はアマゾンの生物学的多様性を反映しており、ペルーアマゾンにおけるレプト  
スピラ症の重要な原因と考えられる。   

137  レプトスビラ  JnfectGenetEvol  コスタノカにおいて、レプトスピラ症の入院患者から分離されたレプトスピラは、Javanica血清群型  
症   2008，doi：10．1016  こ分類される新しい血清型で、Arenaは命名された。同じ地区の重症患者から分離された株も同じ  

血清型であったことから、この株は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型であると考え  
られた。   

138  レンサ球菌感  Clin［nfectDis2008；  ベトナムで成人の細菌性髄膜炎疑い患者450名について前向き研究を行った。S．suisは最も普遍  

染   46：659－667   的な病因で、151名（33．6％）の患者で検出され、この内50名がブタまたは豚肉に曝露していた。死亡  
率は151名中4名（2．6％）と低かったが、140名中93名（66．4％）で難聴が起こり、50歳より高齢看で重篤  
であった。また、92のS．suis株の内、91株がセロタイプ2であった。   

139  レンサ球菌感  EmergZnfectDis  2001年にS．suisセロタイプ16に感染し、死亡したべトナム人男性の症例報告である。患者はベトナ  
染   2008；14：155－157  ム南部LongAnProvince出身の57歳男性でアルコール依存歴があった。入院時には嗜眠状態で  

あったが、バイタルサインは安定していた。24時間後に急性呼吸促迫症候群を呈し、死亡した。患  

者はブタを飼育しており、ブタの臓器を日常的に摂食していた。血液培養でS．suisが検出され、セ  
ロタイプ16であった。セロタイプ16がヒトから分離されたのは初めてのことである。   

140  レンサ球菌感  

染   2008；14：183－185  熟、発汗、頭痛、嘔気、食欲不振を発症した。男性は5日後に38．90cの発熱、項部強直、全身倦怠  
を呈し入院した。入院2日目に血液培養でグラム陽性連鎖球菌が検出され、分離菌はペニシリン  
感受性であった。入院5日目に左側難聴となり、7日目にStreptococcu亭Suis血清型2型と同定され  
た。患者はフィリピン滞在中に生の豚肉を摂食してSsuis髄膜炎を発病したと思われた。   
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141  レンサ球菌感  Jlnfect2006：52：  2000年5月～2002年12月にタイChiangMai大学病院で成人におけるStreptococcussuis（S．suis）  
染   455－460   感染に関する後ろ向き研究を行った。41名の感染患者が同定され、内3名にブタまたはブタ肉へ  

の曝露歴、1名に生牛肉摂食歴があった。臨床症状は感染性心内膜炎、髄膜炎などで、死亡率は  
19．5％であった。分離菌は全てペニシリンに感受性があった。S．suis感染はタイ北部では稀ではな  

い。早期発見が重要である。   

142  レンサ球菌感  

染   会東日本地方会総  背部痛が出現し徐々に激しくなったため4月10日に受診した。5月18日に入院し、血液培養から連  

会、第54回日本化学  鎖球菌が検出され、肺塞栓、脊椎炎を合併した感染性心内膜炎と診断されたこペニシリンとゲンタ  
療法学会東日本支部  マイシン併用投与により軽快した。同菌はStreptcoccussuis2と同定され、牛の飼育から感染した  

総会合同学会2007  
年10月26－27日   

143  感染   56thAnnualMeeting  ヒト顆粒球アナプラズマ症（HGA）の発生率は、1999年以来2倍となった。原因病原体のAnaplasma  
oftheAmerican－  phagocytophilumによる血液の安全リスクを調査するため、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット  
Society－0トTropicaト  州及びマサチューセッツ州の血液ドナーのA．phagocytophilumに対するヒトIgG抗体を測定した。そ  
Medicine－and－   の結果、2001年から2006年に採取された15．828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体陽性であった。  
HygienelO44   比較的高い陽性率が持続していることから更なる調査が必要である。   

144  感染   Doctor’sGuide2007  ヒツジの分娩時に農夫が羅患する謎の皮膚疾患が英国Hampshireの農夫およぴSouthamptonの  
年＝月12日   医師チームによって発見され、BritishJournalofDermatologyに発表される。この疾患は耳だけに  

熱感、痺み、水ぶくれなどが起こり、毎年ヒツジの分娩時期に発症し、1ambingearsと名づけられ  
た。生検の結果、多形性光発疹と類似していることが明らかとなった。農作業と関連する事が示唆  
された。   

145  感染   HPA／Health   2007年にNBSはイングランドのPrimaryandAcuteCareTrustsからの170000例以上の出産前検  
ProtectionReport  体を検査した。計819検体が感染マーカー陽性であった。429例（0．28％）がHBsAg陽性、165例  
2（13）2008年3月28日  （0．11％）が抗HIV陽性、225例（0．13％）が抗Treponemapa＝dum陽性であった。また1798例（2．5％）が風  

疹に対する抗体が陰性であった。   

146  感染   ProMED－   中国HankouのJiayuanの保育園の同じクラスの生徒約20例が原因不明の疾患を発症した。2007  
mai120071124．3799  年11月19日から発症し、口腔内法痛、発疹および微熱の症状を呈した。   

147  感染   Transfusion2007：47：  カナダ血液サービスとHema－－Quebecが主催した血渠分画製剤における病原体不活化（PI）に関す  
2180－－2184   るコンセンサス会言毒で得られた結論の考察と主な見解が報告されている。現在ヨーロッパで広く用  

いられているPIがカナダや米国で実現されようとしている。PIを推進することによって、現在の技術  
や供血者スクリーニング法では防ぐことができない輸血伝播感染症を減らすことができる。   

148  感染   Transfusjon2008；48：  血小板濃厚液における∪VC照射の病原体不活化能を検討した。∪VC照射は、血小板の品質に影  

304－313   響を及ぼさずに、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸菌）ならびに伝播性胃腸炎ウ  

イルスなど広範なウイルス（HIVおよぴシミアンウイルス40を除く）を不活化することができた。しか  
し、HIVのような血液感染性ウイルスに対応するには、UVC法をさらに最適化することが必要であ  

る。   

149  感染   Transfusion2008：48：  欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよぴ∪VAによるフォトケミカル処理（PCT）過程の  
697－■705   プロセスバリデーション試験を行った。フィブリノーゲンおよび買V11Ⅰ因子はPCTにより平均26％減少  

したが、治療用血発として十分なレベルを保持していた。他の凝固因子は対照FFPのレベルの8卜  
97％であった。PCT処理済FFP中の凝固因子が治療用血矧こ関する欧州規制および国内基準の  
範囲内に保持されることが示された。   

150  感染   VoxSanguinis2008：  アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板（PCTrPLT）の輸血に関連する有害事象を調  

94：3‘15－323   べるために能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名に7437件のPCT－PLTが輸血  

され、その内、68件が有害事象と関連付けられた。PCT－PLT輸血に関連した急性輸血反応は発  
現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。   

15／23ページ   



151  感染   VoxSanguinis2008；  化学的または光化学的遺伝子修飾に基づいた血液製剤中の病原体不活化（PI）は広範囲のスペ  
95（Suppl．1），2A－SOl－  クトルの予防的アプローチである。溶媒界面活性剤（SD）およぴメテレンブルー涛は欧州の多くの  
02   国で使われている。アモトサレン（lntercept）、リボフラビンを用いた新しい方法が導入されている。  

リボフラビン、‘∪∨および可視光線を用いる血小板（PC）、血舞および赤血球のためのPl法が開発中  

である。   

152  ウイルス感染  AIDSResHum   SinianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触す  

Retroviruses2007；  る職業であった。男性の全ての末梢血単核球（PBMC）からプロウイルスDNAが検出され、口腔や  
23：1330－1337   尿生殖検体から検出されることもあった。長期間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず妻たち  

は陰性であった。一特異的な臨床症状は報告されなかった。限定的な追跡調査であるためSFV関連  
疾患やヒトヒト感染を特定できなかった。   

153  ウイルス感染  CDC／Traveler＄   2008年1月8日、ブラジル保健局はブラジル在住の旅行者および外交官に黄熱病警報を発した。  

Health2008年6月13  2008年6月11日現在、死亡25名を含む、45名の黄熱病確定症例が報告された。黄熱病危険地域  
日   への旅行者は10日前にワクチン接種を受けるよう警告している。また、更に2つの州が危険地域に  

指定された。   

154  ウイルス感染  EmerglnfectDis  カナダにおいて、Safbldウイルスに関連するカルジオウイルス分離株が呼吸器症状を有する3名  
2008；14：834－836  の子供からの鼻咽頭吸引物から検出された。Canl12051－06分離株のポリプロティン配列は、  

Saffoldウイルスと91．2％のアミノ酸同一性を有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループ  
は、かなり異なっていた。   

155  ウイルス感染  JViro12007；81：   末梢血幹細胞移植後に肺炎で死亡した患者由来の検体から未知のウイルスが分離された。無作  
12709－12714   為PCRに基づいたスクリーニング法により、この感染物質はトリパラミクソウイルス1（APMV－1）と同  

定された。肺組織中の脱落肺胞細胞にAPMV－1抗原が存在することが免疫組織化学的分析によ  
り確認された。遺伝子配列から病原性ハトAPMV－1株と最も近縁であることが示された。APMV－1  

感染によるヒト致死症例の初めての報告である。   

156  ウイルス感染  LiverTransp［2007；  サイトメガロウイルス（CMV）ドナー陽性／レシピエント陰性（D＋／R－）肝移植における抗ウイルス薬（ガ  

13：1703－1709   ンシクロビルまたはパルガンシクロビル）予防投与の効果を調べた。予防投与中にはCMV病は発  

症しなかったが、予防投与中止1、3、6、12およぴ24ケ月後に各々2％、25％、27％、27％およぴ29％の  

患者で初発CMV病が観察された。女性および若年患者で遅発性初発CMV病のリスクが増加し、  
糖尿病患者ではリスクが有意に低下した。   

157  ウイルス感染  PLoSPathogens   出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月にボリビアのCochabamba付近で発生した。  
2008；4：elOOOO47  1死亡例から検体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを単離し、アレナウイルスと  

自走した。RT－PCR分析、並びにS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイルスはサビ  
アウイルスに最も近縁であるが、新規のウイルスであることが示された。我々はこのウイルスを  
Chapareウイルスと命名することを提案する。   

158  ウイルス感染  ProMED－   2008年1月21日、Braziliaで32歳の男性が黄熟のため死亡した。これは、ブラジルにおける15人目  

mai120080218．0645  の黄熟死亡患者である。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。パラグアイ保健当局は  

首都Asuncionの病院で集中治療を受けていた39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発表し  
た。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熟によって死亡した。多くの市民がワクチン投与を求  
めて病院に殺到している。   

159  ウイルス感染  ProMED－   ボリビア保健当局、CDCなどのチームにより、ボリビア農村部で感染により死亡した患者1例の血  

mai120080418．1387  清検体から、未知のアレナウイルスが同定され、Chapareウイルスと名づけられた。この研究は4  
月18日付けPLoSPathogensに発表された。LchapareウイルスはJunin、MachupoおよぴGuanarito  
ウイルスと同様の出血症状を起こすが、遺伝学的には異なる。   

160  ウイルス感染  ProMED－   オーストラリアBrisbaneの動物病院のスタッフが致死性のヘンドラウイルスに感染した。看護師1名  

mai120080720．2201  と獣医1名が、感染したウマ数頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイクは1994年で調教師1名  

とウマ14頭が死亡した。同ウイルスがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危険性は  
ない。   
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161  ウイルス感染  Transfusion2008；48：  米国テキサス南東部の健康な成人ドナ⊥100名の血液中のヒトヘルペスウイルス（HHV）陽性率と  
1180－1187   ウイルスDNA主をRT－PCRにより調べた。その結果、HSV－1、HSV－2、VZV及びHHV－8DNAはど  

の検体からも検出されなかった。一方、EBVは72％、HHV－7は65％、HHVT6は30％、CMVは1％fこ検出  
された。また二1名の血液から6．1×10＾7geq／mlを超えるHHV－6Type白が検出されたが、健常者に  

おける異常な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思われる。   

162  ウイルス感染  WHORepresetative  2008年3月下旬、中国Arlhui省Fuyang市で未就学児3名が重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、  
0用ceinChina2008  4月中旬までに15名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテロウイルス71による手  

年5月19日   足口病と確定された。同市では、3月1日から5月9日の間に、軋049例報告され、353例が重篤で、  
22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4月の初めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5  

月5日以後減少した。   

163  
7日   い手法で発見したと、米コロンビア大などのチームが6日、米医学誌に発表した。チームは生物の  

ゲノムを解読するための高性能配列解読機を駆使し、患者の遺伝子から未知の配列の遺伝子断  
片をふるい分け、これまで知られていないアレナウイルスの一種を発見した。  

164   米国フロリダ州のウマにおいて致死性の高い東部ウマ脳炎（EEE）ウイルス感染が発生している。  
炎   mai120080724．2241  2007年、2006年の例数は各々、18例、17例であったが、2008年7月初旬までのウマのEEE確定症  

例数は56例となった。ヒトでの感染は起こっていない。   

165  狂犬病   ProMED－   2007年11月12日、インドAanapparaの100名近くの住民に対し、狂犬病のワクチンが接種された。  
mai120071115．3708  子牛が狂犬病のイヌに唆まれたため、住民は、子牛の唾液からその母牛に狂犬病が感染した恐  

れがあると疑い、その牛乳を飲んで狂犬病に感染した可能性があるとの集団ヒステリーを起こし  
たためである。母牛への感染は確認されていない。また牛乳を介して狂犬病が感染することは極  
めて低いと考えられる。   

166  狂犬病   ProMED－   乳牛2頭が狂犬病陽性であったのを受け、米国WestVirginia州Hampshireのウシの群れが隔離さ  
mai120080401．1199  れた。狂犬病の兆候は示していないが、6名のと卜が予防措置的に狂犬病の治療を受けている。   

167  結核   Bu”WorldHealth  2004年10月－2005年9月にタイ結核能動的サーベイランスネットワークで塀集された結核症例は  
Orgar12007こ85：586一  5841例（164／100000）で、うち新規症例は2310例（65／100000）であった。これは2003年の受動的  
592   サーベイランスに比べ総症例数で19％、新規症例数で13％増加した。タイにおけるWHOの新しい戦  

略は私的施設における症例発見を増加させ、結核患者に対するHlVサービスおよび多剤耐性結  
核の診断を改善した。   

168  結核   CDC／MMWR2008；  米国オクラホマ州保健局は2007年に46歳のホームレス男性臓器ドナーの死亡から3週後に結核  
57（13）：333丁336   菌を検出した。このドナーの肝臓または腎臓はテキサス州の住民であるレシピエント3名に移植さ  

れ、そのうち2名が播種性結核を発症し、1名は死亡した。ドナーおよぴレシピエントの結核分離株  
の遺伝子型は同一で、臓器移植により伝播したと考えられた。移植伝搬性結核が疑われた場合  
には医療関係者は関連するOPO、組織バンクおよび保健当局に連絡するべきである。   

169  結核   CurrHIVRes2007；5：  2000－2005年にインドNewDelhiで治療を受けたHIV垂直感染小児213名をスクリーニングし、培養  
499－504   で結核と確定した24名について調べた。結核と診断された年齢（中央値）は16ケ月で、半分以上の  

小児が免疫不全であった。21名（87％）が肺結核で、肺以外の結核が10名（41％）で確定された。6ケ月  
間の抗結核薬治療後の回復率は64％であった。3名が薬物抵抗性で、5名が死亡した。   

り0  結核   ProMED－   CanadianFoodInspectionAgencyはBritishCoJumbiaの飼育場でウシ結核が発見されたとの  
mai120071111．3664  PrinceGeorgeCitizenの報告を受けて、AIbertaおよぴBritishCoIurnbia における約30件の飼育  

場の検疫を行った。   
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171  結核   ProMED一   Vande什旧Ofの農場にいた雄ウシにおいてウシ結核が発見された後（2007年8月に確認された）、力  
mai120071202．3884  ナダB，itishCorumbiaおよぴAlbertaの30を超える農場が検疫中である。今まで0）ところ、当該牛に  

直接接触した221頭のウシが処分された。   

172  結核   ProMED－   米国Mi叩eSOtaBoardofAnimaIHealthは本日（2008年1月22日）、Roseau郡の食用ウシの群れが  
mai120080123．0285  ウシ結核検査に対して陽性であったと発表した。新しく検出されたRoseauの群れは2005年と2006  

年の検査では陰性であったが、2007年11月の検査で1頭がウシ結核の疑いとなり、先週ウシ結核  

と確定された。   

1丁3  結核   ProMED一   米国Ca肋rnia州Fresno郡におし＼てウシの群れがウシ結核に羅患していると2008年2月1日に  
mai120080202．0429  California農業当局が述べた。ウシ5頭が検査陽性であった。前回、Ca［ifbrniaでウシ結核が検出さ  

れたのは2003年である。   

174  結核   ProMED－   Minnesota動物保健局は本E］（2008年2月4El）、RoseauのcattIeoperationからのウシにおけるウ  
mai120080205．0472  シ結核検査陽性を発表した。Minnesotaにおいてウシ結核が検出されたウシの群れは10件となっ  

ー○   

175  細菌感染  AmericanSocietyfor  マサチューセッツの医療センターで品質管理のため使用された廃棄製剤、使用期限切れロット、ア  
MicrobiorogylO8th  フエレーシスの残りの人血清アルブミン製剤を入手し、クラミジアの有無を調べた。その結果、PCR  
Genera［Meeting2008  及びウエスタンプロットにより、4社の20製剤全てにおいてクラミジアの存在が確認された。また、in  
年6月ト5日   vitro培養を行ったところ11検体（55％）でクラミジア生菌が生育した。   

176  細菌感染  IASR2008；29：194一  肺炎患者の喀療と患者が入浴した温泉水からLegionellarubrilucensを分離した。患者噂痍と温泉  
195   水から分離されたL．rubrilucensについてPFGEによるDNA切断パターンを調べたところ、同一パ  

ターンであった。レジオネラ症患者からの菌分離はL．pneumophilaが主であり、当該菌のヒトから  

の分離例は国内外で初めてである。   

177  細菌感染  JHosplnfect2008：  台湾の病院で2007年1月かb発生したBurkholderiacepaciaの院内感染について原因を調査した。  
69：398－401   この病院では開封したマルチドースヘパリンバイアルを40cの冷蔵庫で保管し、空になるまで繰り  

返し使用していた。毎日調整される希釈ヘパリン溶液から同菌が検出され、感染源であることが  
明らかとなった。不適当な薬剤の使用方法は避けるべきである。   

178  細菌感染  ProMED－   2007年12月29E］に中国KaohsiungのLiangJen病院からHualienのYuIisanatoriumへ移された患者  
mai120071231．4200  9例の血液に高濃度のEntamoebahistplytica抗体が確認され、検査でこの9例のうち3例において  

感染が示された。LiangJen病院の消毒および患者の検査が実施され、14例がアメーJく赤痢感染  

が疑われている。   

179  細菌感染  ProMED－   香港保健センターは2008年で1例日のコレラ症例を確定した。WongTaiSin地区の26歳の女性で  
mai120080409．1305  ある。2008年3月29日から4月2日フィリピンヘ旅行し、下痢、腹痛、眩章および嘔吐の症状を呈し  

た。患者はコレラ菌Ogawa型陽性であった。   

180  細菌感染  Transboundaryand  米国Kentucky大学家畜疾患診断センターで、9ケ月齢で流産したサラブレッドの胎仔とその胎盤の  
EmergingDiseases  剖検および組織学的検査を行った。その結果、胎盤炎、臍帯炎および胎児の致死的な気管支肺  
2008：55：183－185  炎が確認された。原因となった病原体としてDermatoph‖uscongolensisが特定された。本報告は  

全ての動物において初めて胎児流産とDermatophiluscongolensis感染の関連を示したものであ  

る。  

－■■■■■■■■■■■－－－■■－－－－－－－－－一一－一一－－－－－－－－－－－－－一一一－－－－－－一一－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－一－－●●   
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181  細菌感染  VoxSanguinis2008；  ルック／くック調査でPropionibacteriumacnes汚染が推定される血小板濃縮製剤（PC）の保存から輸  

94：193－201   血までを追跡したところ、輸血後の有害事象は見られなかった。Invitro試験でプロピオン酸菌属  

の臨床分離菌をPCに接種し、好気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べたところ、  
細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピオン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないた  
め、検出されないか、輸血後に検出されると考えられた。   

182  細菌感染  第82回 日本感染症  平成17－19年度に国内医療機関より検査依頼のあったヒト刺岐マダニについて病原体検索を行っ  
学会総会 099 2008  た。その結果、52症例54個体中3例で寄生マダニよりボレリアDNAが検出された。Borrelia  

年4月17－18日   valaisiana近縁種による世界で初めてのライム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
Southerntick－aSSOCiatedrashi”nessが国内のキチマダニによって媒介される可能性を初めて示  

した。   

183  細菌感染  第56回 日本輸血■細  血小板濃厚液の輸血後に、TRAU様の急性呼吸不全と髄膜炎を併発し、血小板残漉から8ac‖us  
胞治療学会総会  cereusが検出された症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈した際は、輸血後感染症も  
2008年4月2ト27日  視野に入れた対応が必要である。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感染症治療  
WS－3－3   では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求められる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行  

することが、診断及び同一菌株の証明に重要である。   

184  細菌感染  第82回 日本感染症  平成17－19年度に国内医療機関より検査依頼のあったヒト刺唆マダニについて病原体検索を行っ  
学会総会 2008年4月  た。その結果、52症例54個体中3例で寄生マダニよりボレリアDNAが検出された。Borrelia  
17－18日 099   valaisiana近縁種による世界で初めてのライム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  

Southerntick－aSSOCiatedrashirlnessが国内のキチマダニによって媒介される可能性を初めて示  
した。   

185  原虫感染  EmergInfectDis   リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南ヨーロッパに定着しており、毎年700例近く、トルコを含  
2008；14：1013－1018  めると3950例のヒトでの感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の30～100倍とみられ、  

また飼い犬の血清陽性率は25％と推定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡大  

するおそれもある。全ヨーロッパレベルでの研究が必要である。   

186  旋毛虫症  AmJTropMedHyg  ラオス北部のUdomxay地区病院における2005年6月から2006年5月の旋毛虫疑い症例138名につ  
2008；78ニ40－44   いて調査した。その結果、結婚式または葬式に出席した人の比率が高く、生または発酵ブタ肉料  

理を食べていたことが明らかとなった。EuSA分析の結果、これらの症例のTrichineIla陽性率は  
67．6％（138名中90名）であった。同地区の屠殺場のブタ肉1検体からTrichine”aが検出され、T．  
spiralisと同定された。   

187  クラミジア感  
染   35：377－382   陽性の男性間性愛の患者24名から得られた検体について遺伝子的な解析を行った。24検体中15  

例のC．trachomatisがbiovarL2、7例がbiovarD、FまたはGであった。8検体においてompAの可変  

領域にL2bの変異型が認められた。また4検体においてL2配列の3箇所に変異が見られ、新規株と  
して各々L2c、L2d、L2eと命名された。   

188  炭痘   ABQTribune2007年  炭痕陽性の実験用ウサギが飼育されていたNewMexico大学の部屋では炭痘は検出されなかっ  
11月19日   たと、州保健局は今朝、報告した。ウサギに接触した従業員2名に抗生物質が投与された。研究  

所の職員約20名にも予防のため投与する予定である。   

189  炭症   ProMED－   トーゴの農業畜産水産省は、同国北部で炭痘が発生し、6人が死亡したと発表した。2007年12月  

mai120071227．4149  初めに北部の草原で家畜に炭痕が発生し、病気のウシの肉を食べて感染した。他の感染者は病  

院で治療中である。トーゴ政府は発生地域に医療チームを派遣し、ウシの予防接種等の対策を打  
ち出した。住民に、死亡のまたは病気のウシを食べないように警告している。   

190  鱒痘   ProMED一   オーストラリア1次産業局はUpperHunterで炭痘により死亡したウシは12頭で、20頭近くが死亡し  
mai120071229．4168  たと考えられると述べた。疾病は5農場に拡大している。   
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191  炭痕   ProMED－   オーストラリアNewSouthWalesのUpperHunterValleyにおける炭痕のアウトブレイクにより、ウシ  

maiI20071231．4193  30頭以上およぴウマ1頭が死亡した。状況は悪化しつつあり、2007年12月29－30日には更に3頭の  

死亡が報告されている。アウトブレイクは9農場に拡大している。   

192  炭痘   ProMED－   オーストラリアNewSouthWaIesのUpperHunterで更にウシ3頭が死亡したが、これは既に隔離さ  

mai120080102．0015．  れている農場で発生した。現在、炭痕によりウシ35頭が死亡している。   

193  炭痕   ProMED－   オーストラリアNew＄outhWaIesのUpperHunterでは検査陽性のウシが更に確認され、計9農場  
mai120080103．0032  が隔離されている。2008年1月2日の当局発表によると、炭症により36頭が死亡している。   

194  炭痘   ProMED－   2007年12月中に、オーストラリアNewSouthWaIesのUpperHunterVa”ey貯水池内のScone地区9  
mai120080105．0061  農場で炭痕が確認された。隔離措直、死体焼却およぴワクチン接種が実施された。同地区では症  

例発見のためのサーベイランスが強化されている。   

195  炭症   ProMED－   オーストラリアNewSouthWalesのRoucheI地区では、炭痘による死亡のピークは2007年のクリス  

mai120080116．0205  マス時期であったが、現在は徐々に減少している。最後の死亡例は2008年1月2日に確認された。  
炭痘により計50頭が死亡し、11農場が隔離されている。   

196  炭痕   ProMED－   オーストラリアVictoriaのGoulburnVa”eyの農場で雄牛1頭が炭痘のため死亡した。該当牛は2007  

mai120080122．0265  年2月に炭痘のアウトブレイクが起こった農場出身であった。農場は隔離され、付近の農場のウシ  
はワクチン接種された。   

197  炭痘   ProMEDL   2008年2月3日インド当局は、Orissa州Karaput地方で最近10日間の間に、炭痘感染疑いにより4名  

mai120080204．0457  が死亡したと発表した。全員腐った肉を食べた後に死亡し、死後、炭癌後合併症を示した。予防措  
置として村内おネび周辺の全ての家畜にワクチン接種が行われた。   

198  炭痘   ProMED－   ガーナGaru－Tempane地区およぴその近郊、特にBiembogで炭痘が流行し、小児1名を含む3名が  

mai】20080415二1360  感染動物の死骸を摂食後に死亡した。同地域の全地区で炭症に対する大規模なワクチン接種を  
するために獣医チームが派遣された。   

199  炭痕   ProMED－   米国Minnesota州のBecker郡の農場でウシ2頭が炭症で死亡した。同州における2008年で初めて  
mai120080423．1431  の炭痘事例である。  

200  炭痕   ProMED－   2008年6月2日、インドOrissaでヒト2名と何十頭ものウシが炭痘により死亡し、20名以上のヒトが感  

mai120080603．1775  染したと当局が発表した。2008年5月1日、Kandhasahiでウシ、ヤギなど動物6頭が炭痘により死亡  

し、その肉を摂食した村人16名が炭痘に感染し、うち1名が死亡した。2008年5月26日、Mantriput  

で12頭以上のウシが炭痘により死亡し、5名が炭症に感染し、うち1名が死亡した。   
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201  炭症   ProMED－   2008年6月4日、インドOrissaのSundargarh地区Kurtaの地域保健センターで炭痘症状の治療を受  

mai120080608．1826  ナていた35歳男性が死亡した。治療中の患者11名中4名が容態悪化のため病院へ搬送された。こ  
れらの患者は5月25日の地域の祭りで牛肉を食べた後、発症した。   

202  炭痘   SeachangeBu”etin  NewMexico大学で研究に使用されていた実験用ウサギがどのようにして野生株の炭痘に曝露し  
2007年12月2日   たかを疫学者と科学者のチームが調査中である。大学によると、ウサギから検出された炭痘は  

NewMexicoの土壌中に自然に発生するもので、公衆衛生上の脅威ではないとのことである。検出  
された炭痕は動物からヒトに感染しうるため、ウサギの剖検を行った従業員2名および研究所の職  
員約20名に予防のため抗生物質が投与された。   

203  嘩毒   SignOnSanDiego．conl  カリフォルニア州サンディエゴ郡の年間梅毒症例数は、最低となった2000年の28例から昨年（2007  
2008年3月26日   年）は340例まで急増した。州の他の大都市の都と比べて非常に急激な増加である。増加率は州  

全体の2倍以上、全国の3倍以上になる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診断さ  
れた人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検査を受けるよう勧めている。   

204  野兎病   Eurosurvei‖ance   スペイン北部のCasti‖ayLeon地方で2007年6月末に野兎病のアウトブレイクあった事が疫学的に  
2007：12（45）：Articlel  確認された。10月22日には362症例が野兎病と確定された。患者は全員、抗生物質投与により回  

復した。患者のうち、23．5％がげっ歯類との接触があった事、16．6％が節足動物に刺された事、17．4％  
がイヌまたはネコのような動物に岐まれたこと、17．1％がザリガニを取り扱った事、4．4％が野兎と持  
触／皮剥ぎがあったことなどが判明した。   

205  野兎病   JAPICDajlyMail  福島県の50代男性が野兎病に感染。この男性は2008年1月中旬に、野ウサギを狩猟し、皮を剥ぐ  
No．16682008年3月  
13日   

206  野兎病   第62回日本細菌学会  2008年5月に青森県の農場で衰弱死したトウホクノウサギを病理解剖したところ、牌臓・リンパ節  
東北支部総会 2008  の腫脹が顕著であったため、牌臓からの細菌分離を行い、同定を試みた。純培養菌の生化学的  
年8月2ト22日   性状試験およぴPCR法による特異遺伝子の検出より、野兎病菌（FranciseIlatu［arensissubsp，  

Holarctica）と同定した。青森県では1990年以来初めての野兎病発生報告である。   

207  野兎病   干葉県健康福祉部疾  2008年1月30日、干葉県で74歳男性が野ウサギ食べようと調理したところ、2月7日頃から発熱し  
病対策課 感染症発  た。2月29日に医療機関から野兎病の発症例として地元保健所に報告された。患者は既に回復し  
生情報 平成20年3月  ている。また、野ウサギを提供した知人および患者家族の健康に異常はない。国立感染症研究所  
4日   こよると、野兎病は1994年までに1372例の患者が報告されていたが、その後減少し、1999年の千  

葉県での1例以降報告されていない。   

208  アナフィラキ  FDA 2008年3月21日  B．BraunMedicaFInc，は．納入業者ScientiflcProteinLabs．LLC（SPL）からHeparinSodiumUSPの  
シーショック  医薬品原料（API）の米国全域での回収について報告を受けた。この自主回収はB．Braunが製造  

し米国全域およびカナダに販売した23の最終医薬品製品が対象である。B．Braunが入手した  
HeparinSodium，USPAPIの1ロットにおいてヘパリン様物質の混入が明らかにされた。   

209  アナフィラキ  HeaIthCanada．2008  カナダで販売されたheparin製品の検査で，B．BraunMedicallnc製造の製品において異物（過硫  

シーショック  年3月20日   酸化コンドロイテン硫酸）が確認され，Hea［thCanadaは同社と協力し．該当するカナダにおける製  

品の市場からの回収を行っている。米国およぴオーストラリアのheparin製品でも過硫酸化コンドロ  
イテン硫酸が確認されている。Hea（thCanadaへの有害反応報告ではheparinに関連したアレル  

ギ一反応などの有害反応の増加は示されていない。   

210  アナフィラキ  HealthCanada2008  B．BraunMedica＝nc．の異物が混入したheparin製品の回収に関する最新情報。回収対象となって  

シーショック  年3月27日   いる製品およぴロットなどが記載されている。米国において重度のアレルギー反応に関連した異  
物（過硫酸化コンドロイテン硫酸）が．カナダの一部のheparin製品で確認されたことに関して病院  
向けに通知した。   
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211  アナフィラキ  LAKEMEDELSVERKE  20鵬年4月23日．スウェ⊥デンMPAは・．スウェーデン市場においてOSCS混入が確認された  
シーショック  T2008年4月29日  Klexanoバッチの回収を決定した。混入レベルは低く．回収は予防措置である。MPAは．米画にお  

けるheparin製品に関する有害事象・回収などを受けて、スウェーデン市場向けにhepaパn製品を供  

給している全企業に対してOSCS混入について製品の検査を指令した。低分子量heparin製剤  
Klexaneの少数の′くッチにおいて低レベルのOSCS混入が確認された。MPAは重度の有害事象の  

報告は受けていない。   

212  アナフィラキ  オーストラリア／TGA  2008年3月20E）、萎TGAは．Hepar；n製品の使用に関するUrgentsafetyadvisoryを発行した。最  
シーショック  2008年3月20日   近．米FDAはheparin静脈内投与に関連したアナフィラキシー症例について報告を受けており，  

FDAによる検査により，これら有害反応に関連したheparinサンプルから汚染物質の存在が確認さ  
れた。これらの報告を受けて，TGAはオーストラリア市場において入手可能な全銘柄のHeparinの  

検査を開始した。   

213  アナフィラキ  オーストラリア／TGA  秦TGAは．オーストラリアで最近販売されたAstraZeneca．Hospira，PRzerおよぴBaxterのheparin  
シーショック  2008年3月27日、4月7  

日   託され，同社は該当′くッチを回収した。低分子量heparin（LMH）の検査は実施中で．現在までに  

耶zer製造のLMHの検査が完了し．過硫酸化コンドロイチン硫酸が含まれていないごとが判明し．  
SanofトAventisの製品については現在検査中である。   

214  アナフィラキ  ドイツBfArM2008年3  ドイツBfArMは、2008年3月7日、、重度のアレルギー反応に関連して、Rotexmedica製めHeparin－  
シーショック  月7日、4片15日、4月  Rotexnedicaの回収について通知した。2008年4月15E］、全ての注射用heparinについて、FDAが  

草5日   推奨する分析法による検査を指示した。2008年4月25日、r全ての注射用heparinについて、FDAが  
推奨する分析法による検査を指示」が更新され、分画および未分画heparinに関する情報などが  

更新され、掲載されている。   

215  神経系障害  CDC／MMWR2008：  2007年10月29日、米国Minnesota南東部のブタ処理施設の従業員における原因不明の神経疾患  
57（Ear】yRelease）：1－3  こついての報告があり、州保健局と米国CDCが調査中である。2008年1月28日現在、進行性炎症  

性神経障害症例は12例で、症状はブタ頭部処理に関わったヒトで発生した。原因は特定されてい  
ない。   

216  神経系障害  TnternationalHerard  MinnesotaとIndLanaのブタ処理施設従業員で報告された奇妙な病気は理解間近であり、CDCの調  
Tribune／Americas  査官はこの疾病を進行性炎症性神経障害と名づけた。ミネソタ当局はQualityPorkProcessors  
2008年2月1日   IncのAustinエ場の何千人もの前従業員を調査中である。調査官は、空中に噴霧したブタの脳組  

織を吸い込んだことにより病気となったかを明らかにしようとしている。   

217  神経系障害  Medscape／Medical  2つのブタ処理施設の従業員に神経学的症状が報告されたのを受け、米国CDCは全ての神経科  
News2008年1月28日  医に対して、同様の症例の報告を求める緊急速報を送付した。CDCが1月17日にアメリカ神経学  

会に送付した速報は、2006年11月から2007年11月にMinnesotaブタ処理施設の従業員12名が炎  

症性神経障害を発症した件について報告している。2008年1月中旬にはlndianaのブタ処理施設で  

同様の症例が報告された。   

218  神経系障害  Minnesota   ミネソタ州保健局はオースチンのブタ処理施設QualityPorkProcessors社の従業員における11名  

Departmentof   の神経疾患について調査中である。最初の症例は2006年12月に発症し、その後数ヶ月間にわた  
HeaIth／News   り、2007年7月まで発症した。先週、更に入院中の1名を確認した。筋力の低下や感覚異常を特徴  
Re】ease2007年12月3  
日   た。原因は特定されていない。   

219  神経系障害  ProMED－   2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作業員12名が炎症性神経疾患を発症し、  
mai120080129．0366  2008年1月中旬にIndianaの豚肉加工場従業員も同様の症状を発症した。全員、ブタの頭から脳を  

吹き飛ばすために使用する強力な空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲労感、  
麻痩および寝きといった炎症性神経症状の顕著な特徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体  
である可能性がある。   

220  神経系障害  ProMED－   2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作業員12名が炎症性神経疾患を発症し、  
mai120080201．0405  Indianaの豚肉加工場従業員2名も同様の症状を発症した。この疾患は進行性炎症性神経障害と  

名づけられた。ケースコントロール試験の結果、ブタの脳を高圧空気を用いて採取するエ程と発  
症との関連性が強く示唆された。原因として、ブタの脳組織が自己免疫性末梢ニューロパチーを  
引き起こしたとの仮説があるが、詳細を調査中である。   
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221  神経系障害  StarTribune2008年3  米国Nebraskaの精肉業者はMinnesotaとIndianaのブタ処理施設従業員を襲ったのと同じ神経学  

月6日   的症状であった。同州では初めての症例である。Nebraskaの精肉業者もブタの脳を高圧空気を用  
いて採取するエ程のプラントで働いていたとNebraska保健局は報告した。本症例で合計14名の従  
業員が同疾患患者となった。   

222  神経系障害  Washjngtonpostcom  ミネソタ州QualityPorkProcessors社の従業員12名に神経症状が発生している件で、調査を拡大  
2008年2月4日   して行ったところ、インディアナ州のエ場の精肉業者らが手足の倦怠感、しびれ、療病などを訴え  

ている事が判明した。圧縮空気システムによって除去され、空中に飛散したブタの脳組織を吸入  
することが、この新しい疾患の原因かもしれない。  
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